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>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

１．産学連携成功のカギ 

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

 産学連携への期待は、我国産業界の底上げの手段として大きいものがありますが、こうした中、

香川大学に地域開発共同研究センターが竣功したことは記念すべきことと思います。アメリカに

追随すること２周遅れで、日本は走っているわけですが、最近になって、成果をあげつつある話

も耳にするようになりました。 
 実際的な話として、研究成果の特許化はＴＬＯの判断を重視すべきとか、交渉や権利主体をＴ

ＬＯに一元化すべきとかの提言も、その一つです。 
 ともかく、こうして始動し始めた産学連携ですが、気を付けるべき点もあるようです。例えば、

ベンチャー経営や特許契約で生じがちな大学教官の利益相反の問題、基礎技術を商品化するまで

死の谷と呼ばれる長い期間があること、などです。 
 そして、もう一つ、これは成功のカギとも云えることですが、企業側と教官がお互いに何を考

え、何を求めているか、分かり合うことが大事と思います。やはり人間同士ですから、オフィシ

ャル以外のところで本音の付き合いができるようになることが肝要ではないでしょうか。 
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>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

２．料金をめぐる特許法改正，気になる点は！ 
>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

 特許法の改正が５月１６日に成立しました。 
 大きな項目は３点あり、下記①～③のとおりです。 
  ① 特許料金体系の改定 
  ② 審判制度の改正 
  ③ 国際的権利取得の円滑化 
 
 上記のうち、②は異議申立と無効審判を統一するという手続上の問題で、③は外国特許の取得

に手続上の便宜を図るものですから、いわば代理人任せでも差し支えないものです。 
 しかし、①は費用負担に係るので、皆様方に直接関わりが生ずる重大な問題と思います。 
 この料金改定のポイントは、出願料と特許料の値下げと引き換えに審査請求料を上げるという

ものです。内容を表にすると下記のとおりです。 
 

現 行 改定後  
基本部分 請求項毎 基本部分 請求項毎 

出願料 21,000 0 16,000 0
審査請求料 84,300 2,000 168,600 4,000
特許料１～３年（設定） 13,000 1,100 2,600 200
特許料４～６年（毎年） 20,300 1,600 8,100 600
特許料７～９年（毎年） 40,600 3,200 24,300 1,900
特許料 10～25年（毎年） 81,200 6,400 81,200 6,400

（単位 円） 
 

 シミュレートしてみると、だいたい下記のようになり、特許取得前後をトータルしてみると料

金は安くなっています。 
 

 出願料 審査請求料 特許料 合 計 
現行料金（旧料金） 21,000 99,500 356,200 476,700
改定料金（新料金） 16,000 199,000 166,600 381,600

（単位 円） 
 
 それにしても、審査請求料が倍になるというのは大変なことですが、この影響の大きい改定料

金の施行は、つぎのとおりです。 
 
 出願料 審査請求料 特許料 
施行日前の出願－施行日前の審査請求 現行料金 現行料金 現行料金 
施行日前の出願－施行日後の審査請求 現行料金 現行料金 ※改定料金

施行日以後の出願 改定料金 改定料金 改定料金 
 
 したがいまして、原則として施行日以後になされた出願に適用されるので、あわてて既存出願

の審査請求をする必要はありません。 
 しかし、これからは、これまで以上に内容の充実した発明でないと、出願費用が無駄になりそ

うです。この点にはご留意ください。 
 

以上 


